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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

審

議

し

た

議

案

４月23日　統一地方選挙で当選された議員の紹介

結　城　　　智
当選５回

飯　田　有　二
当選２回

鎌　田　耕　行
当選２回

長　尾　　　透
当選２回

滝　本　一　訓
当選２回

三　浦　弘　文
当選５回

宇留間　文　宣
当選８回

吉　田　茂　樹
当選５回

議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
�
�����





�
�����




宇
留
間
文
宣
氏　

当
選

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て
�
����




�
�����




三
浦　

弘
文
氏　

当
選

岩
内
地
方
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

に
つ
い
て
�
�
飯
田　

有
二
氏　

当
選

　
　
　
　
　
　

吉
田　

茂
樹
氏　

当
選

岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙
に
つ
い
て
�
�������







�
�����




三
浦　

弘
文
氏　

当
選

後
志
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ

い
て
�
���


三
浦　

弘
文
氏　

当
選

泊
村
監
査
委
員
の
選
任
に
付
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　 

◎
原
案
同
意
（
全
員
賛
成
）

　

泊
村
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
と
し

て
、
鎌
田
耕
行
氏
の
再
任
に
満
場
一
致

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
�
�

         

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

工
事
名　

泊
村
通
線
舗
装
・
側
溝
改
修

　
　
　
　

工
事
（
３
工
区
）

契
約
金
額　
　

１
０
６
，
７
０
０
千
円

契
約
の
方
法　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　
　
　

 　

茅
沼
建
設
工
業 

株
式
会
社

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
�
�

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

工
事
名　

泊
村
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘

　
　
　
　

改
修
工
事
〔
機
械
設
備
〕

契
約
金
額　
　

１
１
５
，
５
０
０
千
円

契
約
の
方
法　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

進
栄
・
マ
ル
コ
ー
・
マ
リ
ノ
経
常
建

　

設
共
同
企
業
体

契

約

締

結
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５月９日開催
令和５年　第１回　臨　時　会

新しい議会構成決まる

議長に 宇留間　文宣 氏
　副議長に 三浦　弘文 氏

任
期
満
了
に
よ
る
改
選
後
初
議
会
で
あ
る
第
１

回
臨
時
会
が
５
月
９
日
開
会
さ
れ
、
正
副
議
長

の
選
挙
、
常
任
委
員
、
議
会
運
営
委
員
、
原
子

力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会
の
選
任
な
ど
の
議

会
構
成
を
決
め
、
次
い
で
、
監
査
委
員
の
選
任
、

専
決
処
分
報
告
等
の
議
案
を
審
議
採
決
し
、
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

副 議 長 議　　長

　
　
　
　

代
表
者　

株
式
会
社　

進
栄

工
事
名　

泊
村
老
人
ホ
ー
ム
む
つ
み
荘

　
　
　
　

改
修
工
事
〔
電
気
設
備
〕

契
約
金
額　
　
　

２
４
，
６
４
０
千
円

契
約
の
方
法  　
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方　

第
一
電
設
株
式
会
社

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
�
�

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

工
事
名　

泊
浄
水
場
取
水
施
設
改
修
工

　
　
　
　

事

契
約
金
額　
　
　

９
７
，
９
０
０
千
円

契
約
の
方
法　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方　

　
　
　
　

 

茅
沼
建
設
工
業 

株
式
会
社

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
�
�

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

工
事
名　
　
　
　

防
災
倉
庫
建
設
工
事

契
約
金
額　
　
　

７
９
，
７
５
０
千
円

契
約
の
方
法　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方　

佐
竹
建
設
株
式
会
社

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
泊
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
泊
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
　
　
　 

◎
原
案
承
認
（
全
員
賛
成
）

　

令
和
５
年
３
月
31
日
に
、
地
方
税
法

等
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
原
則
と
し
て
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
規
定

の
整
備
等
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改
正
が
必

要
に
な
っ
た
が
、
議
会
を
招
集
し
て
議

決
す
る
い
と
ま
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
専
決
処
分
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）） 

　
　
　
　 

◎
原
案
承
認
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，
０
０
０
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
を
５
，
０
２

０
，
０
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増

に
よ
る
積
立
金
の
増
額
及
び
村
道
除
排

雪
費
用
不
足
が
生
じ
た
た
め
委
託
料
の

増
等
、
特
に
緊
急
を
要
し
た
た
め
、
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
を
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

【
歳
入
】

・
一
般
寄
附
金

　
　
　
　

２
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　
　
　
　

４
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
積
立
金

報　
　

告

専

決

処

分
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４
，
０
０
０
，
０
０
０
円
増

・
村
道
除
排
雪
委
託
料

　
　
　
　

７
，
６
２
４
，
０
０
０
円
増

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
）

�
�������





 

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，
４
６
６
千

円

を

増

額

補

正

し
、

総

額

を

４
，

０
２
８
，
４
６
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

　

種
対
策
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　

５
，
８
２
９
，
０
０
０
円
増

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

　

種
体
制
確
保
事
業
費
国
庫
補
助
金

　
　
　
　

１
，
２
１
７
，
０
０
０
円
増

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

　

種
委
託
料 

　
　
　
　

５
，
８
２
９
，
０
０
０
円
増

 
 
 
 

委 

員 

長　
　

長　

尾　
　
　

透

 
 
 

副
委
員
長　
　

滝　

本　

一　

訓

　
　

委　
　

員　
　

飯　

田　

有　

二

　
　

委　
　

員　
　

鎌　

田　

耕　

行

　

 
    

〃　

 　
　

結　

城　
　
　

智

　

 
    

〃　

 　
　

吉　

田　

茂　

樹

　
 
    

〃　

 　
　

三　

浦　

弘　

文

　
 
    

〃　
　

 　

宇
留
間　

文　

宣

 
 
 
 

委 

員 
長　
　

吉　

田　

茂　

樹

 
 
 
 

副
委
員
長　
　

飯　

田　

有　

二

 
 
 
 

委　
　

員　
　

長　

尾　
　
　

透

 
 
 
 

委 

員 

長　
　

結　

城　
　
　

智

 
 
 
 

副
委
員
長　
　

飯　

田　

有　

二

 
 
 
 

委　
　

員　
　

長　

尾　
　
　

透

 
 
 
    

〃　
　

 　

吉　

田　

茂　

樹

　
　

   

〃　

 　
　

滝　

本　

一　

訓

　

 
    

〃 　
　
　

鎌　

田　

耕　

行

　

 
    

〃　

 　
　

三　

浦　

弘　

文

　

 
    

〃　
　

 　

宇
留
間　

文　

宣

岩
内
地
方
衛
生
組
合
議
会
議
員

               
 

飯　

田　

有　

二

               
 

吉　

田　

茂　

樹

岩
内
・
寿
都
地
方
組
合
議
会
議
員

　
　

            

三　

浦　

弘　

文

後
志
広
域
連
合
議
会
議
員

　

            　

三　

浦　

弘　

文

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　

            　

鎌　

田　

耕　

行

補

正

予

算

議 

会 

構 

成

総
務
経
済
常
任
委
員
会

議

会

運

営

委

員

会

原
子
力
発
電
所

　
　

対
策
特
別
委
員
会

お　願　いお　願　い

行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。

                ◎ 新型コロナウイルスの感染法上の分類の引き下げにより、
　　　　　　　　　　 　 傍聴を希望される方の議場でのマスクの着用は個人の判断と致します。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付票に記入するだけの簡単な手続きです

　　　　　　　　　　お気軽にどうぞ…

定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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会期　３月７日～10日

令和
５年

第１回 定 例 会

　
令
和
５
年
第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
３
月
７
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
13
日
ま
で
の
７

日
間
と
決
め
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
、
村
長
か
ら
の
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
以
降
の
行
政
報
告
、

教
育
長
か
ら
の
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
承
認
１
件
の
承
認
、
議
案
１
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の
議
案
８
件
と
令
和
５
年
度
新

年
度
予
算
６
件
の
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
全
員
構
成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
内

容
審
査
を
付
託
後
、
延
会
と
し
ま
し
た
。

　
８
日
は
、
議
案
等
調
査
の
た
め
休
会
と
し
、
９
日
に
再
開
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、

新
年
度
予
算
を
除
く
議
案
８
件
を
審
議
採
決
し
ま
し
た
。

　
10
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
令
和
５
年
度
新
年
度
予
算
６
件
に
つ
い
て

慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
「
可
決
」
す
る
も
の
と
決
定
し
、
予
算
特
別
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　
予
算
特
別
委
員
会
終
了
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
内
容
に
つ
い
て
委

員
長
報
告
の
後
、
新
年
度
予
算
６
件
、
議
員
提
出
の
「
泊
村
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
原
案
ど

お
り
に
可
決
し
、
会
期
を
３
日
残
し
閉
会
し
ま
し
た
。

令和５年度 各会計予算を議決

�６会計の予算総額 48億6,459万4千円

令和５年度　各会計予算額

会 計 名 予 算 額
前年度
対　比

一 般 会 計 40億20,000千円 16.3％減

国民健康保険
特 別 会 計

　　38,400千円  1.3％増

簡易水道事業
特 別 会 計

２億53,554千円 38.3％増

集落排水事業
特 別 会 計

83,165千円 31.5％減

公共下水道事業
特 別 会 計

４億28,275千円 22.4％増

後期高齢者医療
特 別 会 計

41,200千円 23.5％増

合　　計 48億64,594千円 15.5％減
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発
行
セ
ッ
ト
数
は
、
当
初
村
内
分

５
４
０
０
セ
ッ
ト
、
村
外
分
３
０
０

セ
ッ
ト
の
計
５
７
０
０
セ
ッ
ト
と
致
し

ま
し
た
が
、
発
売
か
ら
３
日
間
で
完
売

し
た
こ
と
か
ら
、
急
き
ょ
村
内
分
の
み

予
約
制
で
追
加
販
売
し
、
３
２
７
セ
ッ

ト
が
追
加
と
な
り
、
合
計
６
０
２
７

セ
ッ
ト
を
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

換
金
実
績
は
、
村
内
分
の
販
売
額

８
０
，
１
７
８
千
円
に
対
し
、
換
金

額
が
８
０
，
０
３
７
千
円
で
、
換
金

率
99
．
82
％
。
村
外
分
の
販
売
額
が

４
，
２
０
０
千
円
に
対
し
、
換
金
額
４
，

１
８
１
千
円
で
、
換
金
率
99
．
55
％
で

あ
り
、
合
計
で
販
売
額
８
４
，
３
７
８

千
円
に
対
し
、
換
金
額
８
４
，
２
１
８

千
円
で
、
換
金
率
99
．
81
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

商
工
業
者
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
物

価
高
騰
等
も
相
ま
っ
て
、
よ
り
厳
し
い

経
営
環
境
の
中
、
こ
の
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
販
売
日
の
10
月
末
か
ら
約

３
ヶ
月
で
約
８
４
，
０
０
０
千
円
が

村
内
で
消
費
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
４
，

０
０
０
千
円
分
は
、
村
外
か
ら
の
消
費

を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
少
な
か
ら

ず
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
よ

り
、
村
民
の
皆
様
の
生
活
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
に

つ
い
て
も
村
民
の
皆
様
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
、
泊
村
商
工
会
と
事
業
内
容
を

精
査
し
、
村
内
に
お
け
る
消
費
拡
大
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
導
入
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て

　

昨
年
７
月
の
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
洋
上
風
力
発
電
の
地
域
一
体
的
開

発
に
向
け
た
調
査
研
究
事
業
と
し
て
調

査
が
岩
宇
・
南
後
志
の
海
域
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
調
査
で
不

足
す
る
調
査
を
洋
上
風
力
発
電
を
展
開

し
た
い
事
業
者
を
募
集
し
て
共
同
調
査

を
進
め
て
行
く
セ
ミ
・
セ
ン
ト
ラ
ル
方

式
に
つ
い
て
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、令
和
４
年
12
月
に
改
め
て
、

日
本
版
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
に
関
す
る
洋

上
風
力
発
電
の
検
討
に
必
要
な
調
査
を

実
施
す
る
方
針
が
国
か
ら
示
さ
れ
、
岩

宇
・
南
後
志
洋
上
風
力
発
電
導
入
推
進

組
合
と
し
ま
し
て
も
、
国
の
情
報
提
供

を
通
じ
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
５
年

１
月
に
全
国
で
３
海
域
が
選
定
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
に
本
海
域
が
選
ば

れ
、
令
和
５
年
度
か
ら
独
立
行
政
法
人

金
属
鉱
物
資
源
機
構
「
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ

（
ジ
ョ
グ
メ
ッ
ク
）」
に
よ
り
調
査
が
始

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
２
年
間
程
度
行
い
、

泊
発
電
所
周
辺
地
域
原
子
力
防
災
計
画

の
修
正
に
つ
い
て

　

今
回
の
修
正
に
つ
い
て
は
、
国
の
原

子
力
災
害
対
策
指
針
の
改
正
や
防
災
基

本
計
画
の
修
正
を
踏
ま
え
た
１
月
の
北

海
道
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
伴
い
、

早
急
に
、
原
子
力
災
害
対
策
の
内
容
の

充
実
と
北
海
道
電
力
泊
発
電
所
に
お
け

る
事
故
等
に
迅
速
か
つ
的
確
な
対
策
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
泊
発
電
所
周
辺
地
域
原
子
力
防
災

計
画
の
計
画
編
及
び
退
避
等
措
置
計
画

編
の
修
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
28

日
開
催
の
泊
発
電
所
原
子
力
防
災
会
議

協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
の
皆
様

か
ら
ご
審
議
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
正

式
に
了
承
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度
消
費
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

（
冬
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
）

　

今
回
の
冬
季
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
に
つ
い
て
は
、
燃
油
価
格
の
高

騰
や
物
価
高
騰
等
の
経
済
状
況
を
踏
ま

え
、
今
年
度
限
定
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
３
割
か
ら
４
割
に
引
き
上
げ
、
北
海

道
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
支

援
事
業
を
活
用
し
、
実
施
致
し
ま
し
た
。

行

政

報

告

髙

橋

村

長

洋
上
風
力
発
電
設
備
の
基
本
設
計
に
必

要
と
な
る
風
況
、
海
底
地
盤
に
関
す
る

調
査
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
調
査
で
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
は
、
計
画
事
業
者
に
提
供

さ
れ
、
事
業
者
に
よ
る
発
電
事
業
計
画

の
策
定
を
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る

調
査
等
に
お
い
て
進
展
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
そ
の
都
度
、
情
報
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
教
育
関
係

　

卒
業
式
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
月
15

日
に
中
学
校
、
20
日
に
小
学
校
で
実
施

し
ま
す
が
、
基
本
的
な
感
染
症
防
止
対

策
は
継
続
し
な
が
ら
も
、
児
童
生
徒
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
な
い
こ
と
を
基
本
と

し
ま
す
。

泊
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
15
名
の
進
路

状
況
に
つ
い
て

　

既
に
合
格
さ
れ
た
生
徒
で
す
が
、
美

唄
聖
華
高
校
に
１
名
、
岩
内
高
校
地
域

産
業
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
に
１
名
、
小
樽
高

等
支
援
学
校
に
１
名
、
小
樽
水
産
高
校

栽
培
漁
業
学
科
に
１
名
、
小
樽
未
来
創

造
高
校
流
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
２

教
育
行
政
報
告

髙
山
教
育
長
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名
で
す
。

　

公
立
高
校
一
般
受
験
に
つ
き
ま
し
て

は
、
岩
内
高
校
普
通
科
に
４
名
、
小
樽

潮
陵
高
校
普
通
科
に
３
名
、
岩
見
沢
東

高
校
普
通
科
に
１
名
、
真
狩
高
校
農
芸

科
学
科
に
１
名
受
験
し
て
お
り
ま
す
。

３
月
17
日
に
合
格
発
表
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
全
員
合
格
を
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

社
会
教
育
関
係

　

１
月
８
日
に
、
16
名
の
対
象
者
が
参

加
し
て
、
「
泊
村
20
歳
の
集
い
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
民
法
が
改
正
さ
れ
て
成
人
年

齢
が
18
歳
と
な
り
、
泊
村
で
も
、
こ
れ

ま
で
は
、
「
成
人
式
」
と
し
て
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
「
20
歳
の

集
い
」
と
改
め
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

20
歳
を
迎
え
た
自
覚
と
責
任
を
認
識

し
、
輝
か
し
い
未
来
に
羽
ば
た
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
活

躍
さ
れ
た
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
21
日
に
表
彰
審
議
会
を
開
催
し
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
で
個
人
７
名
と
３
団
体
、

文
化
活
動
面
で
７
名
の
皆
さ
ん
の
受
賞

の
皆
さ
ん
の
受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
表
彰
式
は
、
３
月
17

日
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

管
理
す
る
施
設
の
利
用
状
況

『
と
ま
り
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
』

　

２
月
末
現
在
の
利
用
者
数
は
、

１
７
，
７
３
１
名
で
、
前
年
対
比
７
，

４
１
３
名
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
11
日
・
12
日
に
は
、
土
日
２
日

間
に
お
い
て
、
３
年
ぶ
り
に
「
泊
村
長

杯
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
））

　
　
　
　 

◎
原
案
承
認
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
同
額
の
４
０
，
６
２
８
千

円

を

増

額

補

正

し
、

総

額

を

４
，

９
９
９
，
７
７
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

村
道
除
排
雪
費
が
不
足
す
る
こ
と
に

よ
り
、
特
に
緊
急
を
要
し
た
た
め
、
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
を
専
決
処
分

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
歳
入
】

・
特
別
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　
　

４
０
，
６
２
８
千
円
増

【
歳
出
】

・
除
排
雪
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

９
０
，
６
２
８
千
円
増

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

５
０
，
２
８
５
千
円
減

泊
村
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

泊
村
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

以
上
２
件
は
、
「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
が
令
和
３
年
５
月
に

改
正
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
各

地
方
公
共
団
体
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い

た
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定

を
、
法
に
よ
り
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル

を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
一
方
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
法
を
施
行
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
事
項
を
独
自
で

条
例
に
よ
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
本
村
に
お
き
ま

し
て
も
、
現
在
運
用
し
て
い
る
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
現
行
条
例
の
基
本
理
念

を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

法
を
施
行
す
る
た
め
に
、
泊
村
に
お
い

て
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め
る
条
例
及

び
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

に
つ
い
て
別
に
定
め
る
条
例
を
新
た
に

制
定
す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

【
議
員
発
議
】

泊
村
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
に
直

接
適
用
さ
れ
る
個
人
情
報
保
護
法
の
規

定
が
、
地
方
議
会
は
原
則
と
し
て
適
用

対
象
外
と
さ
れ
て
お
り
、
議
会
に
お
け

る
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
泊

村
議
会
独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
条
例

の
制
定
で
す
。

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）
　

　
　
　 

　
◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
，
２
２
９

千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
，
０
１

４
，
０
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
村
税       

４
９
，
８
８
０
千
円
増

・
土
地
売
払
収
入

　
　
　
　
　
　

５
７
，
８
５
０
千
円
増

・
基
金
繰
入
金

            

９
８
，
６
３
２
千
円
減

審

議

し

た

議

案

報　
　

告

専

決

処

分

条

例

制

定

補

正

予

算
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【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
神
恵
内
線
乗
合
バ
ス
運
行
事
業
補
助 

　

金　
　
　
　

 

１
６
，
９
６
５
千
円
増

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

５
０
，
３
２
０
千
円
増

・
土
地
開
発
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

５
７
，
８
５
３
千
円
増

・
水
産
関
係
補
助
金

　
　
　
　
　
　

８
９
，
３
８
６
千
円
減

※
事
業
確
定
に
伴
う
不
用
額
の
減
額

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
０
３
８
千

円

を

増

額

補

正

し
、

総

額

４

０
，

０
１
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
過
年
度
広
域
連
合
支
出
金

　
　
　
　
　
　
　

３
，
５
３
８
千
円
増

・
国
民
健
康
保
険
基
金
繰
入
金　
　

　
　
　
　
　
　
　

３
，
３
４
３
千
円
減

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
後
志
広
域
連
合
分
賦
金

　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
４
５
千
円
減

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，
９
０
８
千

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
３
７
９
，

０
１
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　

４
，
５
９
０
千
円
減

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
よ
る
減
額
。

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
８
５
１
千

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
１
１
６
，

５
５
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　

１
，
８
５
１
千
円
減

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
減
額
。

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
　
　   

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，
８
８
２
千

円
を
減
額
補
正
し
、
総
額
３
４
２
，

９
６
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　

　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
１
１
千
円
減

※
歳
出
は
、
事
業
確
定
に
伴
う
減
額
。

令
和
４
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
６
８
千
円
を

減
額
補
正
し
、
総
額
３
９
，
１
０
０
千

円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
主
な
も
の
】

・
現
年
度
保
険
料
（
特
別
徴
収
・
普
通

　

徴
収
）　
　
　
　
　

１
，
０
５
５
円
減

※
歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
の
納
付
金
確
定
に
伴
う
保
険
料
等

　

負
担
金
の
確
定
に
よ
る
減
額
。

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
予

算　
　
　

４
，
０
２
０
，
０
０
０
千
円

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算 

　
　
　
　
　
　
　

３
８
，
４
０
０
千
円

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算 

　
　
　
　
　
　

２
５
３
，
５
５
４
千
円

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　

８
３
，
１
６
５
千
円

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算 

　
　
　
　
　
　

４
２
８
，
２
７
５
千
円

令
和
５
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算 

　
　
　
　
　
　
　

４
１
，
２
０
０
千
円

　
　
　
　
　
一
般
会
計
他
５
特
別
会
計

　
　
　
　 
◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

財
産
の
処
分
に
つ
い
て 

　
　
　
　 

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

　

堀
株
地
区
の
村
有
地
の
処
分
に
係
る

売
買
契
約
の
締
結
を
す
る
も
の
で
す
。

そ

の

他

新
年
度
予
算
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皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

役
場
職
員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
一
般
質

問
、
滝
本
が
議
長
に
質
問
中
に
止
め
ら

れ
た
の
で
、
そ
の
続
き
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

以
前
の
話
で
、
家
の
横
の
川
の
氾
濫
・

山
の
鹿
・
開
発
側
溝
の
蓋
の
話
・
高
齢

者
住
宅
草
刈
り
・
茅
沼
診
療
所
の
こ
と
・

臼
別
、
茅
沼
空
い
て
る
所
の
公
営
住
宅

の
草
刈
り
の
話
し
を
し
ま
し
た
。

　

鰊
御
殿
作
業
員
が
木
か
ら
落
ち
、
そ

の
こ
と
で
、
本
人
・
滝
本
が
前
教
育
委

員
会
次
長
に
話
し
に
行
っ
た
が
、
全
然

話
し
を
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。
村
民

の
声
に
耳
を
傾
け
な
い
役
場
。

　

私
は
、
病
気
で
小
樽
の
済
生
会
病
院

に
入
院
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
、
先
生
・
看
護
師
・
そ
の
他
の
人
達

も
対
応
が
凄
く
良
か
っ
た
の
で
、
病
院

の
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
と
。
ご
意
見

箱
寄
せ
ら
れ
た
そ
の
他
の
話
を
上
か
ら

下
ま
で
降
ろ
し
て
話
し
合
い
を
し
、
患

者
さ
ん
の
為
の
病
院
を
目
指
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
今
日
こ
の
話
、
泊
の
滝
本

さ
ん
か
ら
の
話
を
理
事
長
に
報
告
し
ま

す
と
の
こ
と
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
泊

も
済
生
会
病
院
を
見
習
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
堀

株
集
会
所
前
の
道
路
で
、
ボ
ケ
の
木
が

交
通
に
障
害
が
あ
り
、
危
険
な
の
で
、

何
と
か
し
て
く
れ
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。

　

総
務
課
長
に
副
村
長
さ
ん
の
別
家
の

土
地
だ
と
思
う
の
で
、
副
村
長
に
聞
い

て
早
く
対
応
を
お
願
い
し
た
。

　

日
が
経
っ
て
も
何
も
言
っ
て
こ
な
い

の
で
、
私
が
、
建
設
会
社
の
事
務
所
が

建
っ
て
い
る
の
で
、
地
主
の
住
所
と
電

話
番
号
を
教
え
て
く
れ
と
頼
み
に
行
っ

た
と
。
建
設
会
社
で
は
、
「
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
。」
と
聞
か
れ
た
の
で
、

こ
の
ボ
ケ
の
木
が
あ
っ
て
、
車
や
人
に

危
険
だ
と
話
し
を
し
た
。
建
設
会
社
で

は
、
「
わ
か
り
ま
し
た
。
地
主
さ
ん
に

話
を
し
て
、
自
分
た
ち
が
切
り
ま
す
。」

午
後
１
時
に
話
を
し
て
、
３
時
頃
建
設

会
社
か
ら
電
話
が
き
て
、
「
木
を
切
っ

た
の
で
、
見
て
く
だ
さ
い
。」
と
電
話

が
あ
っ
た
と
。

　

私
は
す
ぐ
役
場
総
務
課
長
に
電
話
を

し
て
、
仕
事
の
仕
方
が
な
っ
て
い
な
い

と
強
く
抗
議
し
ま
し
た
。

　

茅
沼
診
療
所
の
件
で
す
け
れ
ど
も
、

私
は
、
渓
仁
会
本
部
の
理
事
理
事
長
補

佐
兼
経
営
企
画
部
担
当
部
長
に
電
話
を

し
、
茅
沼
診
療
所
の
医
者
を
代
え
て
く

れ
と
い
う
話
が
私
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る

話
を
し
ま
し
た
。
又
、
「
村
で
沢
山
の

お
金
を
補
助
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
お

金
に
合
っ
た
仕
事
を
し
て
も
ら
い
た

い
。」と
話
を
し
ま
し
た
。
部
長
は
、「
お

金
に
合
っ
た
仕
事
を
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
か
。」
と
。
私
は
「
そ
う

で
す
。」
と
話
を
し
ま
し
た
。

　

村
長
、
今
５
点
ほ
ど
話
を
し
ま
し
た
。

　

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
滝
本
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

　

た
だ
今
色
々
と
事
案
を
あ
げ
ら
れ
て

の
質
問
で
あ
り
ま
す
が
、
総
じ
て
役
場

職
員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
お
答
え
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
を
含
め
職
員
は
、
村
民
の
皆
様
の

た
め
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
い
う
認
識
の
基
に
日
々
の
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望

等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
で

住
民
の
皆
様
に
や
れ
る
の
か
、
や
れ
な

い
の
か
を
含
め
て
説
明
す
る
よ
う
指
導

し
て
お
り
、
職
員
で
情
報
共
有
を
し
、

協
議
も
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
村
民
の
皆
様
か
ら
の
個
々
の
要

望
に
つ
い
て
も
、
担
当
よ
り
全
て
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
報
告
を
受
け
、
そ
の
都

度
関
係
者
で
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
村
民

一 

般 

質 

問

 
滝
本
　
一
訓 

議
員

　
□
役
場
職
員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て

　
□
第
57
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式
に
つ
い
て

滝
本
　
一
訓 
議
員

 

役
場
職
員
の
仕
事
の

　  

　
　
対
応
に
つ
い
て

髙

橋

村

長
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の
皆
様
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
質

問
の
中
に
あ
り
ま
し
た
ご
意
見
箱
の
よ

う
な
も
の
は
設
置
す
る
よ
う
な
考
え
は

現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
茅
沼
診
療
所
の
件
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、

過
去
の
一
般
質
問
で
回
答
し
た
と
お
り

で
あ
り
ま
す
が
、
私
や
役
場
に
も
そ
う

い
う
声
は
聞
こ
え
て
お
り
ま
せ
ん
し
、

し
っ
か
り
運
営
さ
れ
て
い
る
と
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
過
去
に
お
い
て
補
正
予
算
や

決
算
特
別
委
員
会
で
滝
本
議
員
か
ら
質

疑
も
な
く
、
議
会
と
し
て
は
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般

質
問
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
場
で
質
疑

や
反
対
討
論
を
し
、
採
決
の
上
、
議
会

と
し
て
の
結
果
が
出
る
の
だ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
あ
り
ま
す
。

　

村
長
、
私
ご
意
見
箱
置
い
て
く
れ
と

か
何
と
か
っ
て
こ
と
は
言
っ
て
ま
せ
ん

の
で
。

　

議
長
、
続
け
ま
す
。

　

私
は
、
第
３
回
定
例
会
終
了
後
、
産

業
課
長
、
建
設
水
道
課
長
、
教
育
委
員

会
次
長
に
、
何
故
以
前
の
話
し
を
し
た

か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
の
仕
事
が

な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
話
し
を

し
ま
し
た
。
何
故
話
し
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
今
も
何
も
変
わ
っ
て
な
い

か
ら
で
す
。

　

臼
別
高
齢
者
住
宅
の
草
刈
り
、
役
場

に
言
っ
て
も
や
ら
な
い
か
ら
私
に
言
っ

て
き
た
と
。

　

堀
株
集
会
所
前
の
道
路
の
こ
と
に
つ

い
て
も
、
総
務
課
長
の
対
応
が
な
っ
て

い
な
い
と
。

　

11
月
21
日
こ
の
こ
と
で
、
総
務
課
長

と
話
し
を
し
て
い
た
ら
、
副
村
長
が

入
っ
て
き
て
、
自
分
の
土
地
の
木
だ
っ

た
ら
切
ら
せ
な
い
と
話
し
を
し
た
。
こ

れ
が
泊
の
副
村
長
だ
と
。
が
っ
か
り
し

た
と
。
又
、
そ
の
時
に
副
村
長
に
も
そ

の
話
し
を
し
ま
し
た
。

　

村
長
、
総
務
課
長
・
副
村
長
の
対
応

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

前
回
、
一
般
質
問
の
中
で
、
役
場
職

員
の
仕
事
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
し
た

時
、
村
長
の
答
弁
の
中
で
、
村
長
が
就

任
し
て
か
ら
、
職
員
に
は
、
住
民
の
皆

様
の
要
望
に
つ
い
て
、
で
き
る
、
で
き

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
必
ず
回
答
す
る
よ

う
に
と
言
っ
て
お
り
ま
す
と
。
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と

指
導
し
て
い
ま
す
と
の
こ
と
。
果
た
し

て
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
と
私
は
思

う
の
で
す
が
。

　

鰊
御
殿
作
業
員
の
こ
と
で
教
育
委
員

会
次
長
に
話
し
を
し
て
も
、
話
し
を
聞

い
て
く
れ
な
か
っ
た
。

　

堀
株
集
会
所
前
の
ボ
ケ
の
木
の
こ
と

で
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
の
人
が
自
分
の
土
地

だ
っ
た
ら
木
を
切
ら
せ
な
い
と
言
っ
た

と
。

　

何
と
情
け
な
い
話
だ
と
。

　

何
度
も
言
う
が
、
小
樽
済
生
会
病
院

は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
を
大
事

に
す
る
の
に
、
泊
は
大
違
い
だ
と
。

　

村
長
い
か
が
で
す
か
。

　

基
本
的
に
は
、
先
程
１
回
目
回
答
し

た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

個
々
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
引

き
続
き
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
ね
、
し
っ
か
り
や
っ
て
ま
い
り
た

い
な
と
。
基
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

以
上
で
す
。

　

前
回
、
村
長
の
質
問
の
時
に
、
「
滝

本
議
員
が
聞
か
れ
た
声
、
そ
れ
が
多
く

な
れ
ば
村
は
動
き
ざ
る
を
得
な
い
で
す

か
ら
、
今
現
在
い
ろ
ん
な
議
員
さ
ん
７

名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
、
村
民

の
声
を
含
め
て
そ
う
い
っ
た
声
は
あ
ま

り
聞
こ
え
て
い
な
い
。
そ
こ
あ
た
り
が

滝
本
議
員
さ
ん
が
言
っ
て
い
る
声
が
大

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
質
問
）

き
く
な
っ
た
時
、
私
は
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」と
村
長
の
話
だ
っ

た
が
、
だ
か
ら
、
私
は
自
分
で
渓
仁
会

本
部
の
部
長
に
電
話
を
し
て
、
村
の
補

助
金
も
１
千
万
以
上
下
が
っ
た
と
。（　

部
分
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
６

日
開
催
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
保
健

予
防
活
動
費
に
よ
る
医
業
収
入
の
増
加

等
に
よ
り
、
村
か
ら
の
交
付
金
が
減
と

な
っ
た
旨
、
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。）

　

村
長
、
私
は
村
民
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
で
あ
り
、
村
民
の
声
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
小
樽
済
生
会
病
院
み
た
い
に
皆

さ
ん
の
声
を
大
事
に
す
る
泊
村
に
な
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
長
、
い
か
が
で
す
か
。

　

又
、
２
月
17
日
に
、
委
員
会
終
了
後
、

村
長
室
で
、
あ
る
議
員
と
村
長
が
話
し

し
て
い
る
の
を
見
た
と
。
私
が
面
談
を

申
し
入
れ
た
が
受
け
な
い
で
、
村
長
は

人
を
見
て
や
る
の
か
と
。
こ
ん
な
こ
と

だ
か
ら
、
前
教
育
委
員
会
次
長
に
話
し

に
行
っ
て
も
聞
か
な
い
。
上
も
駄
目
だ

か
ら
下
ま
で
こ
う
だ
と
。

　

村
長
い
か
が
で
す
か
。

　

茅
沼
診
療
所
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
私
の
方
に
も
役
場
の
担
当
の
方
に

も
、
そ
れ
か
ら
他
の
議
員
さ
ん
の
方
か
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ら
も
そ
の
よ
う
な
声
は
聞
こ
え
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
滝
本
さ
ん
が
お
聞
き
に

な
っ
て
い
る
村
民
の
皆
様
の
声
が
ね
、

大
き
く
な
っ
た
時
に
私
は
や
る
べ
き
だ

と
。
た
だ
、
今
は
そ
う
い
う
こ
と
に
は

な
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
う
と
。

　

た
だ
、
今
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

で
す
ね
、
先
生
が
お
辞
め
に
な
っ
て
、

誰
が
責
任
と
る
の
か
な
と
。

　

こ
れ
か
ら
ね
、
医
師
の
働
き
方
改
革

等
で
医
師
の
確
保
が
だ
ん
だ
ん
難
し
く

な
っ
て
く
る
中
で
、
大
変
苦
労
し
て
る

中
で
ね
、
今
、
先
生
頑
張
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
、
そ
れ
を
「
交
代
さ
せ
ろ
。
」

と
言
う
ん
で
あ
れ
ば
ね
、
滝
本
さ
ん
は

逆
に
、
お
医
者
さ
ん
を
連
れ
て
こ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

私
は
そ
こ
あ
た
り
辺
が
甚
だ
疑
問
だ

と
思
い
ま
す
。

　

あ
と
、
他
の
議
員
さ
ん
と
話
し
し
て

い
て
、
滝
本
議
員
と
話
し
し
な
い
。
他

の
議
員
さ
ん
は
色
々
要
望
だ
っ
た
り
、

事
業
の
提
案
だ
っ
た
り
、
色
々
と
私
の

と
こ
ろ
に
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た

だ
、
滝
本
議
員
は
、
以
前
も
話
し
た
と

お
り
ね
、
村
長
室
で
話
し
し
て
、
納
得

し
た
こ
と
に
対
し
て
ね
、
ま
た
こ
の
場

で
質
問
す
る
ん
で
ね
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、

公
の
議
会
の
場
で
お
話
し
さ
れ
た
方
が

い
い
ん
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
以

前
か
ら
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
変
わ
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
で
す
。

　

さ
っ
き
聞
い
た
時
に
、
村
長
に
ね
、

総
務
課
長
と
副
村
長
の
対
応
ど
う
思
い

ま
す
か
っ
て
い
う
の
で
答
え
て
な
い
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ち
ょ
っ
と
聞
き

た
い
ん
で
す
が
。

　

い
や
、
そ
こ
も
含
め
て
ね
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う
に
ね
、
引

き
続
き
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
12
月
14
日
、
一
般
質
問
の

通
告
書
を
議
会
事
務
局
に
持
っ
て
い
っ

た
ら
、
黒
板
に
村
監
査
委
員
が
表
彰
さ

れ
る
と
黒
板
に
書
い
て
あ
る
の
を
見
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
ご
み
の
問
題
の

時
に
滝
本
の
家
に
来
て
、
「
何
様
の
つ

も
り
だ
。」
と
怒
鳴
り
こ
ん
で
き
た
と
。

そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
う
い
う
人

が
表
彰
さ
れ
る
何
か
変
だ
ね
と
思
い
ま

し
た
。

　

村
長
、今
３
点
ほ
ど
話
し
し
ま
し
た
。

　

ど
う
思
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
で
は
、
滝
本
議
員
の
ご
質
問
に

お
答
え
致
し
ま
す
。

 

村
の
功
労
者
及
び
監
査
委
員
の
表
彰

に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
村
の
条

例
及
び
選
考
基
準
規
則
や
全
国
町
村
監

査
委
員
協
議
会
表
彰
規
定
に
基
づ
い
て

選
考
さ
れ
、表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

髙

橋

村

長

　

第
57
回
泊
村
功
労
者
表
彰
式
、
そ
の

他
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

泊
村
表
彰
条
例
に
基
づ
く
、
表
彰
審

議
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
泊
村

功
労
者
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
11
月
３
日
に
泊
村
公
民
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。

　

議
会
議
員
３
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
表

彰
さ
れ
た
各
氏
の
表
彰
基
準
と
は
何

か
。
又
、
３
名
が
表
彰
さ
れ
て
か
ら
、

村
民
か
ら
こ
う
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た

と
。村
民
の
間
か
ら
は
、報
酬
を
も
ら
っ

て
議
会
議
員
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
何

か
変
だ
ね
と
。
選
挙
が
近
づ
い
て
き
た

ら
お
願
い
し
ま
す
と
、
選
挙
が
終
わ
っ

た
ら
自
分
の
た
め
の
議
員
だ
と
い
う
話

が
私
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
２
月
18
日
に
、
道
新
に
市

町
村
議
会
変
わ
れ
る
か
と
新
聞
を
見
ま

し
た
。
「
お
前
だ
け
甘
い
蜜
を
吸
う
な
」

と
。
「
選
挙
の
時
だ
け
お
願
い
し
、
あ

と
は
知
ら
ん
ぷ
り
の
議
員
さ
ん
」私
は
、

こ
の
新
聞
を
目
に
し
、
泊
も
私
を
含
め

て
こ
う
い
う
目
で
村
民
に
見
ら
れ
な
い

滝
本
　
一
訓 

議
員

 

第
57
回 

泊
村
功
労
者
表
彰
式
に

　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

つ
い
て

髙

橋

村

長

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
々
質
問
）
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何
ら
問
題
の
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

又
、
道
新
の
市
町
村
議
会
に
関
す
る

記
事
の
件
で
あ
り
ま
す
が
、
議
員
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
議
員
の
考

え
方
も
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
単
に

議
会
の
あ
る
ご
と
に
一
般
質
問
を
す
れ

ば
良
い
活
動
を
し
て
い
る
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
議
員
の
中
に
は
、
住
民
か
ら
の

意
見
や
要
望
、
問
い
合
わ
せ
等
に
つ
い

て
、
そ
の
都
度
私
を
含
め
て
担
当
課
の

方
へ
伝
え
て
い
た
だ
い
た
り
、
で
き
な

い
も
の
に
つ
い
て
も
、
住
民
の
皆
様
に

説
明
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
住
民
と
村

の
橋
渡
し
役
と
し
て
日
頃
か
ら
活
動
を

し
て
お
ら
れ
る
方
や
村
民
の
皆
様
の
た

め
に
事
業
を
提
案
し
て
く
だ
さ
る
議
員

の
方
も
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
議

員
と
し
て
汗
を
か
い
て
活
動
を
し
て
い

る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
４
月
に
統
一
地
方
選
挙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
聞
記
事
の
よ
う

に
、
村
民
の
皆
様
か
ら
見
ら
れ
な
い
よ

う
日
頃
の
活
動
や
政
策
等
を
訴
え
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。

　

村
議
は
報
酬
を
貰
う
、
見
合
う
仕

事
を
議
会
３
名
が
表
彰
さ
れ
て
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
今
、
言
い
直
し
ま
す
。

　

村
議
は
、
報
酬
に
見
合
う
仕
事
を
議

会
議
員
３
名
が
表
彰
さ
れ
て
か
ら
、
道

新
、
市
町
村
議
会
変
わ
れ
る
か
と
い
う

新
聞
を
切
り
取
っ
て
、
私
の
と
こ
ろ
に

持
っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ

と
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
村
民
の
声
を
村
議
会
に
届
け

て
き
ま
し
た
。
４
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
質
問
を
終
わ

り
ま
す
。

滝
本
一
訓
議
員
（
再
々
質
問
）

寄付行為の禁止
　議員は、選挙区内の方

にお金や物を贈ることは、

公職選挙法で禁止されて

おり、有権者が求めても

いけません。

　ご理解をお願いします。

予
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
３
月
10
日

開
催

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
７

日
開
会
）
で
、
議
員
全
員
を
委
員
と
し

て
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員

長　

三
浦
弘
文
議
員
・
副
委
員
長　

鎌

田
耕
行
議
員
）
に
付
託
さ
れ
た
令
和
５

年
度
一
般
会
計
ほ
か
５
特
別
会
計
は
、

３
月
10
日
、
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
一

般
会
計
及
び
５
特
別
会
計
の
令
和
５
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
合
計
23
件
の
質
疑

を
行
っ
た
後
、
各
会
計
に
お
い
て
、
討

論
、
委
員
会
採
決
を
行
い
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

①
令
和
５
年
度
泊
村
一
般
会
計
予
算

　

②
令
和
５
年
度
泊
村
国
民
健
康
保
険

　
　

特
別
会
計
予
算

　

③
令
和
５
年
度
泊
村
簡
易
水
道
事
業

　
　

特
別
会
計
予
算

　

④
令
和
５
年
度
泊
村
集
落
排
水
事
業

　
　

特
別
会
計
予
算

　

⑤
令
和
５
年
度
泊
村
公
共
下
水
道
事

　
　

業
特
別
会
計
予
算

　

⑥
令
和
５
年
度
泊
村
後
期
高
齢
者
医

　
　

療
特
別
会
計
予
算

  

　
　
　

◎
原
案
可
決
（
全
員
賛
成
）

審

査

結

果
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全国町村議会議長会表彰
－自治功労表彰受賞－

　令和５年２月８日に開催されました、全国町村議会議長会定期総会において、長年の議会活

動の功績に対し、宇留間文宣議員が、議会議長として７年以上在職及び議会議員として２７年

以上在職議員として、また、吉田茂樹議員・結城　智議員・三浦弘文議員がそれぞれ議会議員

として１５年以上の在職により、全国町村議会議長会会長から表彰されました。

議会に関するまめ知識

～ 本 会 議 ～
　　  全議員で構成する議会の会議のことをいいます。

①会議時間
　午前９時３０分から午後５時まで

②議場での発言
　議場において発言する場合は、すべて議長の許可を受けた後、登壇しなければ行えません。

③議案に対する質疑について
　質疑は、現に議題となっていることについて、口頭で説明や所見を求めるもので、自分の意見を述
べることができないとされています。
　また、議題外にわたったり、その範囲を超えてはできないとされています。

④一般質問（定例会のみ）
　泊村議会では、一問一答式を導入し、質問回数は、３回までとしています。
　議案に対する質疑とは別に、行政全般にわたり村長等執行部に対し質問するもので、質疑とは違っ
て、自分の意見を述べることができます。
　一般質問は、議長の許可を得ておこなうことになるので、通告した質問の内容が村の行財政に全く
関係がないものや議会の品位を傷つけるおそれがあるようなものは議長が許さないことになります。
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２
　
月

２
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
田
委
員
欠
席
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

８
日

　
例
月
出
納
検
査

 

　
　 

（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

13
日　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

　
　
　

及
び
定
期
総
会
並
び
に
行
政
懇

　
　
　

談
会

　
　
　

（
札
幌
市　

宇
留
間
議
長
出
席
）

17
日　

原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員

　
　
　
会　
　
　
　

 
 

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

総
務
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
　

 
 
 　

　
　

 

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　

 
 
 　

　
　

 

（
全
議
員
出
席
）

20
日
　
後
志
町
村
等
監
査
委
員
協
議
会

　
　
　
令
和
４
年
度
第
２
回
研
究
協
議

　
　
　
会

　
　
　（
札
幌
市

　
　
　
　
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

編
集
後
記

議

会

日

誌

令
和
５
年
２
月
１
日
～

令
和
５
年
４
月
30
日

28
日　

後
志
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員

　
　
　

会

　
　
　

令
和
５
年
第
１
回
後
志
広
域
連

　
　
　

合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
倶
知
安
町　

　
　
　
　
　
　
　

 

宇
留
間
議
長
出
席
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

３
　
月

７
日　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会
（
開

　
　
　

会
）　
　
　
　

 

（
全
議
員
出
席
）

８
日

　
例
月
出
納
検
査

　

　
　
　（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

９
日　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会

　
　
　

（
再
開
） 　

 　

（
全
議
員
出
席
）

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
委
員
出
席
）

　
　
　

第
１
回
泊
村
議
会
定
例
会

　
　
　

（
再
開
・
閉
会
） （
全
議
員
出
席
）

24
日　

令
和
５
年
第
１
回
岩
内
地
方
衛

　
　
　

生
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
岩
内
町　

　
　
　
　
　

 

飯
田
・
滝
本
議
員
出
席
）

　
　
　

令
和
５
年
第
１
回
岩
内
・
寿
都

　
　
　

地
方
消
防
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　

（
岩
内
町　

三
浦
議
員
出
席
）

４
　
月

７
日

　
例
月
出
納
検
査

　

　
　
　（
沼
畑
・
鎌
田
監
査
委
員
出
席
）

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
１
８
８
号
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
５
年
３
月
の
第
１

回
定
例
会
と
改
選
後
の
初
議
会
と
な

る
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
を
中
心

に
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針

や
議
会
活
動
も
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
遠
慮
な
く
議
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

宇
留
間　

文　

宣

三　

浦　

弘　

文

吉　

田　

茂　

樹

長　

尾　
　
　

透


